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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋根構造体に敷設された屋根材上から建物内へ線材を引込むための線材引込装置であっ
て、
　屋根材上に取付けられる横長板状のベース部、該ベース部を貫通し線材を挿通可能な挿
通孔、該挿通孔を通り屋根材上に略沿って軒側へ延びる線材の左右両側及び棟側から囲み
前記ベース部の上面から上方へ延出すると共に該ベース部の軒側端辺よりも軒側へ延出し
該軒側端辺よりも軒側へ延出した部位の下端が軒側へ向かうに従って上方へ斜めに傾斜し
た周壁部、及び該周壁部における斜めに傾斜した下端同士を連結し前記ベース部の前記軒
側端辺から軒側へ延びた板状の傾斜底壁部を、有する本体部材と、
　該本体部材に対して脱着可能に取付けられ前記周壁部の上側開口を閉鎖可能な蓋部材と
を具備することを特徴とする線材引込装置。
【請求項２】
　前記本体部材は、
　前記ベース部の下面における前記挿通孔の周縁から下方へ延出し線材を挿通させる筒状
のガイド部を、更に有していることを特徴とする請求項１に記載の線材引込装置。
【請求項３】
　前記蓋部材は、
　前記本体部材の軒側端部よりも軒側の位置から下方へ延出し、前記本体部材の前記軒側
端部から軒側へ延出する線材を下方へ誘導可能な垂壁部を有していることを特徴とする請
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求項１又は請求項２に記載の線材引込装置。
【請求項４】
　前記本体部材は、
　前記ベース部の上面における前記挿通孔の周縁から前記周壁部よりも低く上方へ延出し
た筒状の堤部を、更に有していることを特徴とする請求項１から請求項３までの何れか一
つに記載の線材引込装置。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、屋根構造体に敷設された屋根材上から建物内へ、太陽電池モジュール等の配
線ケーブル等の線材を引込むための線材引込装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　本出願人は、建物の屋根を構成する垂木や野地板等の屋根構造体に敷設された屋根材上
から建物内へ、太陽電池モジュールからの配線ケーブルや、テレビアンテナからのアンテ
ナケーブル等の線材を引込むための線材引込器具（線材引込装置）を提案している（特許
文献１）。この線材引込器具は、屋根の流れ方向へ延びた箱状で上側及び軒側が開放され
た本体と、本体の上側開口を被覆するカバーとを備えている。線材引込器具の本体は、そ
の内部における棟側端部付近に線材を挿通可能な挿通孔が形成されている。また、線材引
込器具の本体は、箱状の底部の長辺側から屋根の流れ方向に対して直角方向へ延びたフラ
ンジ状の取付部を備えており、この取付部を介して屋根材上に取付けることで本体が屋根
材上に取付けられるようになっている。
【０００３】
　上記の線材引込器具は、屋根材に形成された貫通孔と挿通孔とが一致するように本体を
屋根材上に取付けた上で、線材を開放された本体の軒側端部から本体内の挿通孔及び貫通
孔を通して建物内へ延出させることで、屋根上から建物内へ線材を引込むことができるよ
うになっている。この線材引込器具は、屋根の流れ方向へ延びた箱状の本体により、挿通
孔から建物内へ雨水が浸入するのを防止することができるようになっている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の線材引込装置は、本体の底面が屋根の流れ方向に延びた平坦な面
となっているので、金属板で形成された屋根材（金属屋根）や、屋根の流れ方向に対して
屈曲又は段を有した屋根材の場合、本体を屋根材上に取付けることができない問題があっ
た。詳述すると、例えば、横葺で野地板等の屋根構造体上に敷設した屋根材としての金属
屋根に線材引込装置を取付ける場合、一つの金属屋根を見ると、金属屋根の軒側端部が、
軒側に敷設された金属屋根の棟側端部の上側を覆っているので、金属屋根が軒側へ向かう
ほど野地板が遠ざかるように傾斜した状態となっている。この状態で金属屋根上に線材引
込装置を取付けようとすると、線材引込装置を薄い金属屋根を通して野地板に取付けるこ
ととなるので、線材引込装置の底面が金属屋根を挟んで野地板と平行な状態となる。しか
しながら、従来の線材引込装置は、屋根の流れ方向へ長く延びているので、線材引込装置
を取付けると、金属屋根が線材引込装置の軒側端部で大きく折れ曲がって金属屋根の強度
を低下させてしまったり、線材引込装置によって軒側の金属屋根における棟側の部位（金
属屋根同士を連結する連結部）を押潰してしまい金属屋根の防水性能を著しく低下させて
しまったりして、線材引込装置を取付けることができない問題がある。
【０００５】
　そのため、屋根上に、例えば、太陽電池モジュールを設置しようとしても、線材引込装
置を取付けることができないために太陽電池モジュールの設置をあきらめてしまったり、
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太陽電池モジュールを設置するために線材引込装置が取付けられるように屋根材を交換す
ることで設置にかかるコストが大幅に高くなったりする問題があった。また、従来の線材
引込装置は、線材が引出される軒側端部の開口が、本体の略全高に亘って開口しているの
で、軒側端部から雨水が浸入する虞がある。
【０００６】
　そこで、本発明は上記の実情に鑑み、より多くの種類の屋根材に取付けることができる
と共に、可及的に雨水等の浸入を防止することができる線材引込装置の提供を課題とする
ものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するために、本発明に係る線材引込装置は、「屋根構造体に敷設され
た屋根材上から建物内へ線材を引込むための線材引込装置であって、屋根材上に取付けら
れる横長板状のベース部、該ベース部を貫通し線材を挿通可能な挿通孔、該挿通孔を通り
屋根材上に略沿って軒側へ延びる線材の左右両側及び棟側から囲み前記ベース部の上面か
ら上方へ延出すると共に該ベース部の軒側端辺よりも軒側へ延出し該軒側端辺よりも軒側
へ延出した部位の下端が軒側へ向かうに従って上方へ斜めに傾斜した周壁部、及び該周壁
部における斜めに傾斜した下端同士を連結し前記ベース部の前記軒側端辺から軒側へ延び
た板状の傾斜底壁部を、有する本体部材と、該本体部材に対して脱着可能に取付けられ前
記周壁部の上側開口を閉鎖可能な蓋部材とを具備する」ことを特徴とする。
【０００８】
　ここで、「屋根材」としては、「金属屋根」、「スレート」、「アスファルトシングル
」、「ファイバーグラスシングル」、「カラーベスト」、「粘土瓦」、「コンクリート瓦
」、等を例示することができる。
【０００９】
　また、「線材」としては、「太陽電池モジュールに接続される配線ケーブル」、「アン
テナに接続されるアンテナケーブル」、「風力発電装置に接続される配線ケーブル」、「
照明装置に接続される照明ケーブル」、「電線等の電力線に接続される電力ケーブル」、
「太陽熱温水器やスプリンクラー等に接続される配水管」、「空調装置に接続される配管
」、「ガス管等のその他の配管」、等を例示することができる。
【００１０】
　本発明の線材引込装置は、屋根材上に載置される本体部材におけるベース部を、横長、
つまり、屋根の流れ方向に対して直角方向へ延びた形状としているので、屋根材と当接す
るベース部における屋根の流れ方向の長さを従来よりも短くすることができる。また、こ
の線材引込装置は、ベース部の軒側端辺から軒側へ延びた周壁部の下端を傾斜させて傾斜
底壁部を備えているので、本体部材における周壁部及び傾斜底壁部の軒側端部と蓋部材の
軒側端部とで構成される線材が通過する開口の大きさを、線材引込装置の全高よりも小さ
くすることができ、軒側端部から雨水等を内部へ浸入し難くすることができる。また、線
材引込装置は、ベース部の軒側端辺から上方へ傾斜した傾斜底壁部を備えているので、軒
側端部の開口を屋根材よりも上側に位置させることができ、開口から雨水等を内部へ浸入
し難くすることができる。
【００１１】
　また、この線材引込装置は、ベース部の軒側端辺から軒側へ延びた周壁部の下端を傾斜
させて傾斜底壁部を備えているので、屋根の流れ方向に対して屈曲又は段を有した屋根材
でも、周壁部における傾斜した部位が屋根材から逃げることで問題なく線材引込装置を屋
根材上に取付けることができる。
【００１２】
　更に、上述したように、この線材引込装置は、ベース部における屋根の流れ方向の長さ
を短くしていると共にベース部の軒側端辺から軒側へ延びた周壁部の下端を傾斜させてい
るので、屋根材として金属屋根に取付けても、金属屋根が大きく折れ曲がったり、金属屋
根の連結部を押潰してしまったりするのを回避させることができ、金属屋根に対しても良
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好に取付けることができる。
【００１３】
　また、この線材引込装置は、線材を屋根材上に延出させる軒側端部の開口が、屋根材よ
りも上側に位置しており、従来の線材引込装置と比較して、線材を屋根材よりも離れた高
い位置から軒側へ延出させることができるので、開口から軒側へ延出した線材を屋根材に
触れ難くすることができる。これにより、線材が屋根材と接触することで、線材が摩耗し
たり線材と屋根材との間に雨水等が溜まって線材や屋根材が腐食したりするのを防止する
ことができる。具体的には、例えば、線材を電力線等のケーブルとした場合、ケーブルが
屋根材に触れることで摩擦等によってケーブルの被覆が痛み易くなり、被覆の痛みによっ
て漏電や短絡等の発生原因となったり、更には、漏電等により火災の発生原因となったり
虞があるが、上述したように、線材を触れ難くすることができるので、ケーブルの被覆を
痛み難くすることができ、漏電や短絡、更には火災の発生等を回避させて耐久性や安全性
を高めることができる。
【００１４】
　従って、この線材引込装置は、より多くの種類の屋根材に取付けることができると共に
、可及的に雨水等の浸入を防止することができる。
【００１５】
　また、本発明に係る線材引込装置は、上記の構成に加えて、「前記本体部材は、前記ベ
ース部の下面における前記挿通孔の周縁から下方へ延出し線材を挿通させる筒状のガイド
部を、更に有している」ことを特徴としても良い。
【００１６】
　ところで、従来の線材引込装置は、屋根材上に取付ける時に、屋根材の貫通孔と本体の
挿通孔とを一致させた上で、屋根材の貫通孔と本体の挿通孔にスリーブを嵌挿させ、更に
、スリーブの周りをブチルゴムやシリコン等のシーリング材で防水するようにしており、
取付けに手間がかかると共に、部品点数が多くコストが高くなる問題がある。
【００１７】
　これに対して、本発明の線材引込装置は、挿通孔から下方へ延出した筒状のガイド部を
本体部材と一体的に備えているので、線材引込装置に係る部品点数を少なくすることがで
き、コストが高くなるのを抑制することができる。
【００１８】
　また、この線材引込装置は、本体部材に筒状のガイド部を一体的に備えているので、ガ
イド部を屋根材の貫通孔に挿入するだけで、本体部材の挿通孔を貫通孔と一致させること
ができる。また、この線材引込装置は、本体部材に対してガイド部が一体的に備えられて
いるので、シーリング材等で防水する箇所を従来よりも少なくすることができる。従って
、この線材引込装置は、従来よりも簡単に屋根材上へ取付けることができ、工期を短縮さ
せることができると共に、取付け等に係るコストを低減させることができる。
【００１９】
　更に、本発明に係る線材引込装置は、上記の構成に加えて、「前記蓋部材は、前記本体
部材の軒側端部よりも軒側の位置から下方へ延出し、前記本体部材の前記軒側端部から軒
側へ延出する線材を下方へ誘導可能な垂壁部を有している」ことを特徴としても良い。
【００２０】
　ところで、従来の線材引込装置は、本体の上側開口を覆うカバーの内側が、屋根の流れ
方向に略沿って軒側へ真直ぐ延びた形状となっているので、軒側から棟側へ吹き上げられ
た雨水等が本体内へ入り易い構造となっている。また、従来の線材引込装置は、軒側端部
から延出した線材が、屋根構造体に沿うように延びているので、線材を伝って雨水等が内
部に浸入してしまう虞があった。
【００２１】
　これに対して、本発明の線材引込装置は、蓋部材に、本体部材の軒側端部よりも軒側の
位置から下方へ延出した垂壁部を備えているので、線材引込装置における線材が延出する
軒側端部の開口を更に小さくすることができ、軒側端部から内部へ雨水等が浸入し難くす
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ることができる。
【００２２】
　また、この線材引込装置は、蓋部材の垂壁部によって線材が下方へ向かって延びるよう
に誘導することができるので、軒側端部から軒側へ延出する線材を、従来の線材引込装置
よりも屋根材へ向かってきつくすることができ、雨水等が線材を伝って内部へ浸入し難く
することができる。
【００２３】
　また、本発明に係る線材引込装置は、上記の構成に加えて、「前記本体部材は、前記ベ
ース部の上面における前記挿通孔の周縁から前記周壁部よりも低く上方へ延出した筒状の
堤部を、更に有している」ことを特徴としても良い。
【００２４】
　本発明の線材引込装置は、万が一本体部材の内部に雨水等が浸入しても、挿通孔の周縁
から延出した堤部によって、挿通孔内へ雨水等が浸入するのを防止することができ、線材
引込装置における防水に対する信頼性を高めることができる。
【発明の効果】
【００２５】
　このように、本発明によれば、より多くの種類の屋根材に取付けることができると共に
、可及的に雨水等の浸入を防止することができる線材引込装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の一実施形態である線材引込装置の分解斜視図である。
【図２】（ａ）は図１の線材引込装置における本体部材の平面図であり、（ｂ）は（ａ）
におけるＢ－Ｂ断面図である。
【図３】図１の線材引込装置を屋根材上に取付けた状態で示す断面図である。
【図４】図１の線材引込装置を屋根材上に取付けた状態で示す斜視図である。
【図５】図３とは異なる防水処理の例を示す断面図である。
【図６】図１とは異なる屋根材上に取付けた状態を示す断面図である。
【図７】図１とは更に異なる屋根材上に取付けた状態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　本発明の一実施形態である線材引込装置１について、図１乃至図３を参照して詳細に説
明する。本実施形態の線材引込装置１は、屋根構造体２上に敷設された屋根材３上から建
物内へ線材４を引込むためのものである。なお、図１乃至図３では、屋根材３として横葺
の金属屋根を例示している。本例の線材引込装置１は、屋根材３上に配置される本体部材
１０と、本体部材１０の上面を被覆する蓋部材３０とを備えている。また、屋根構造体２
は、図３に示すように、垂木（図示せず）等の上側に取付けられる板状の野地板２ａと、
野地板２ａの上面を被覆し防水性能を有したシート状の被覆部材２ｂとを、備えている。
【００２８】
　線材引込装置１の本体部材１０は、屋根材３上に載置される横長板状のベース部１１と
、ベース部１１における左右方向（屋根の流れ方向に対して直角方向）中央の位置で貫通
し線材４が挿通可能な挿通孔１２と、挿通孔１２を通り屋根材３上に略沿って軒側へ延び
た線材４の左右両側及び棟側を囲みベース部１１の上面から上方へ延出すると共にベース
部１１の軒側端辺よりも軒側へ延出した周壁部１３とを、備えている。本体部材１０のベ
ース部１１は、図２等に示すように、棟側端辺が、その中央が棟側へ突出するようにＶ字
状に形成されており、挿通孔１２の中心を通り屋根の流れ方向に延びた中央線（図示は省
略）を挟んで対称に形成されている。なお、本例では、挿通孔１２の内径が、線材４の直
径に対して、約５倍の径とされている。
【００２９】
　本体部材１０の周壁部１３は、ベース部１１の軒側端辺よりも軒側へ延出した部位の下
端が、軒側へ向かうに従って上方へ向かうように斜めに傾斜している。また、周壁部１３
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は、平面視の形状が、挿通孔１２よりも大径とされた半円弧状の棟側から軒側へ向かって
直線状に延びた略Ｕ字状とされており、対向した左右の壁の間隔が軒側へ向かうほど広く
なっている。この周壁部１３は、棟側の半円弧状の中心が挿通孔１２の中心よりも軒側に
位置し、挿通孔１２の内周棟側の位置で周壁部１３の内壁が略接するように配置されてい
る。
【００３０】
　また、本体部材１０は、周壁部１３における斜めに傾斜した下端同士を連結し、ベース
部１１の軒側端辺から周壁部１３の軒側端部まで延びた板状の傾斜底壁部１４を備えてい
る。この本体部材１０は、図３等に示すように、本体部材１０を屋根材３上に取付けた状
態で、傾斜底壁部１４の上面が、棟側よりも軒側が低くなるように形成されている。
【００３１】
　また、本体部材１０は、ベース部１１の下面における挿通孔１２の周縁から屋根材３及
び屋根構造体２（野地板２ａ）を貫通して屋根構造体２よりも下方へ延出し、線材４が挿
通可能な筒状のガイド部１５と、ベース部１１の上面における挿通孔１２の周縁から周壁
部１３よりも低く上方へ延出した筒状の堤部１６とを、備えている。なお、堤部１６は、
図１及び図２に示すように、軒側の外周が、周壁部１３内へ埋入した状態となっている。
また、堤部１６は、その高さが、ベース部１１の上面から周壁部１３の上端までの高さの
約１／５の高さとされている。
【００３２】
　更に、本体部材１０は、堤部１６よりも軒側で、軒側端部までの間に順次配置され、ベ
ース部１１及び傾斜底壁部１４の上面から周壁部１３よりも低く上方へ板状に延出した一
対の第一立壁部１７、第二立壁部１８、及び第三立壁部１９を、備えている。本体部材１
０における一対の第一立壁部１７は、周壁部１３の対向した内壁から、挿通孔１２の中心
を通り屋根の流れ方向に延びた中央線側且つ軒側へ向かって斜めに夫々延びており、中央
線に近い端部側が自由端となっている。なお、第一立壁部１７は、その高さが、ベース部
１１の上面から周壁部１３の上端までの高さの約３／５の高さとされている。
【００３３】
　また、本体部材１０の第二立壁部１８は、一対の第一立壁部１７よりも軒側で、中央線
から周壁部１３の内壁側且つ軒側へ向かって左右へ斜めに延び、周壁部１３に近い端部側
が自由端となっている。なお、第二立壁部１８は、その高さが、ベース部１１の上面から
周壁部１３の上端までの高さの約１／１０の高さとされている。
【００３４】
　更に、本体部材１０の第三立壁部１９は、第二立壁部１８よりも軒側で、中央線から周
壁部１３の内壁側且つ軒側へ向かって左右へ斜めに延び、周壁部１３に近い端部側が自由
端となっており、第二立壁部１８と平面視で略平行に形成されている。なお、第三立壁部
１９は、その高さが、ベース部１１の上面から周壁部１３の上端までの高さの約２／５の
高さとされている。
【００３５】
　本例の本体部材１０は、周壁部１３の左右両側でベース部１１の上面から上方へ突出し
た円錐台状のボス部２０と、ボス部２０の中心を上下方向に貫通した取付孔２１とを、備
えている。本体部材１０は、図１等に示すように、上側から所定の取付ビス５を、取付孔
２１及び屋根材３を通して屋根構造体２へ捩じ込むことで、屋根材３上に取付けることが
できるようになっている。
【００３６】
　また、本体部材１０は、周壁部１３における半円弧状の棟側先端から三角形状に棟側へ
膨出した棟側固定部２２と、周壁部１３における軒側端部から挿通孔１２の中心を通り屋
根の流れ方向に延びた中央線へ向かって膨出した一対の軒側固定部２３と、棟側固定部２
２及び軒側固定部２３の上面に夫々形成され蓋部材３０を固定するためのネジ孔２４と、
を備えている。これら棟側固定部２２及び軒側固定部２３は、上面が周壁部１３の上面と
同じ高さに形成されている。
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【００３７】
　なお、本体部材１０は、周壁部１３と棟側固定部２２との間に、周壁部１３の外周に沿
って上面から下方へ凹んだ逃げ溝２５を備えている。この逃げ溝２５は、棟側から流下し
てきた雨水等を周壁部１３の外周の左右両側へ誘導することで、雨水等が本体部材１０の
内部へ浸入し難くするためのものである。また、逃げ溝２５は、本体部材１０を、鋳造、
ダイカスト、射出成形等によって製造した時に、ヒケ（材料の収縮による不具合）を可及
的に抑制するためのものである。
【００３８】
　また、本例の本体部材１０は、傾斜底壁部１４がベース部１１の底面に対して約９度傾
斜している。これにより、本体部材１０を様々な傾斜角度の屋根材３上に取付けても、傾
斜底壁部１４の上面が、棟側よりも軒側のほうが低くなり、本体部材１０内に雨水等が浸
入しても、線材４が通る軒側端部の開口１ｂから雨水等を外部へ排出することができ、異
臭の発生原因となったり、線材引込装置１や線材４が腐食したりするのを防止することが
できるようになっている。
【００３９】
　本例の線材引込装置１における蓋部材３０は、本体部材１０における周壁部１３、棟側
固定部２２、及び軒側固定部２３の上面を被覆する天板部３１と、天板部３１の外周から
下方へ垂下し周壁部１３の外周を囲む垂壁部３２と、垂壁部３２における軒側端部に形成
され下端から上方へ向かって所定幅で削除された切欠部３３と、本体部材１０におけるネ
ジ孔２４と対応する位置に形成され天板部３１を貫通した固定孔３４とを、備えている。
【００４０】
　蓋部材３０の天板部３１は、平面視の形状が、周壁部１３の外周形状よりも大きく形成
されている。また、天板部３１は、周壁部１３の外周よりも内側の部位が上方へ向かって
湾曲している。蓋部材３０の垂壁部３２は、天板部３１の全周に亘って下方へ垂下してい
る。
【００４１】
　この蓋部材３０は、本体部材１０の周壁部１３へ上側から被せた上で、固定孔３４を通
して上側から固定ビス６を、本体部材１０のネジ孔２４へ捩じ込むことで、本体部材１０
に対して取付固定することができるようになっている。
【００４２】
　本例の線材引込装置１は、本体部材１０における、ガイド部１５及び堤部１６により筒
状に形成された挿通孔１２、ベース部１１、周壁部１３、及び傾斜底壁部１４と、蓋部材
３０の天板部３１とによって、複数の線材４を案内可能な案内路１ａを備えている。また
、線材引込装置１は、本体部材１０の周壁部１３及び傾斜底壁部１４と、蓋部材３０の垂
壁部３２及び切欠部３３とによって、複数の線材４が通過可能な開口１ｂを備えている。
【００４３】
　因みに、本例の線材引込装置１は、本体部材１０及び蓋部材３０が、アルミニウム合金
で形成されていると共に、表面に耐候性に優れた塗料が塗装されている。なお、線材引込
装置１を、耐候性に優れた樹脂によって形成しても良い。
【００４４】
　次に、本実施形態の線材引込装置１の使用方法について説明する。まず、屋根材３上に
おける線材引込装置１の本体部材１０を取付ける部位に、本体部材１０のガイド部１５を
挿通させる貫通孔２ｃ（図３を参照）の位置と、本体部材１０を取付孔２１を介して取付
ビス５で取付けるための下孔２ｄ（図１を参照）の位置とを、マーキングする。本体部材
１０を取付ける位置としては、取付ける屋根材３に対して可及的に棟側の屋根材３に近い
位置とすることが望ましい。また、貫通孔２ｃや下孔２ｄの位置は、例えば、本体部材１
０の平面図が図示されたテンプレート（型紙）を用いることで、容易に作業することがで
きる。
【００４５】
　そして、屋根材３上にマーキングに従って、屋根材３及び屋根構造体２（野地板２ａ）
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を貫通するように、貫通孔２ｃ及び下孔２ｄを夫々穿設する。なお、貫通孔２ｃの径は、
本体部材１０のガイド部１５の外径よりも所定量大きい径とし、下孔２ｄの径は、取付ビ
ス５の径よりも所定量小さい径とする。
【００４６】
　屋根材３及び屋根構造体２に貫通孔２ｃを穿設したら、貫通孔２ｃの内周にブチルゴム
等で形成された所定厚さの防水テープ４１を筒状に貼り付ける。防水テープ４１を貫通孔
２ｃに貼り付ける際に、防水テープ４１の上端が屋根材３の上面から所定量（例えば、約
１０ｍｍ）突出するように貼り付ける。そして、防水テープ４１における屋根材３から上
方へ突出した部位に対して、周方向へ所定間隔で切り込みを入れた上で、屋根材３の上面
側へ折り曲げた状態とする（図１を参照）。
【００４７】
　続いて、本体部材１０におけるベース部１１の下面に、ブチルゴム等で形成された所定
厚さの防水シート４２を貼り付けた状態で、ガイド部１５を上側から屋根材３の貫通孔２
ｃに挿通し、取付孔２１と下孔２ｄとが一致するように、本体部材１０を屋根材３上に載
置する。そして、本体部材１０の取付孔２１を通して上側から取付ビス５を、屋根材３及
び屋根構造体２の下孔２ｄに捩じ込んで、本体部材１０を屋根材３上に取付ける。
【００４８】
　なお、本例では、屋根材３を薄い板状の金属屋根としているので、取付ビス５を下孔２
ｄへ捩じ込むことで、屋根材３が本体部材１０のベース部１１によって屋根構造体２上へ
押圧され、図３に示すように、ベース部１１の軒側端辺から折れ曲がった状態となる。ま
た、屋根材３上に本体部材１０を取付けた後に、ベース部１１における棟側端辺に沿って
シリコン等のコーキング材４４を塗付けて、棟側からベース部１１の下側へ雨水等が浸入
するのを防止する。
【００４９】
　本体部材１０を屋根材３上に取付けたら、線材４を上側から挿通孔１２へ挿通させると
共に、挿通孔１２の上側で線材４を軒側へ屈曲させて、本体部材１０の軒側端部から軒側
へ延出するように、本体部材１０内に配置する。次に、本体部材１０の挿通孔１２と線材
４との間に、ポリオレフィン系樹脂等の粘土状のシール部材４３を詰めて止水する（図３
を参照）。そして、本体部材１０の周壁部１３の上側から、蓋部材３０を被せた上で、固
定孔３４を通して固定ビス６を、本体部材１０のネジ孔２４に捩じ込んで、本体部材１０
に対して蓋部材３０を固定することで線材引込装置１の取付けが完了する。
【００５０】
　なお、本例の線材引込装置１は、図３に示すように、本体部材１０の第三立壁部１９と
、蓋部材３０における軒側の垂壁部３２とによって、線材４が屋根構造体２の上面に対し
て棟側よりも軒側が低くなるように誘導されるようになっている。また、図３では、線材
引込装置１の軒側端部の開口１ｂから軒側へ延びた線材４を、便宜上、屋根構造体２（野
地板２ａ）と略平行に延びるように記載しているが、実際には開口１ｂから線材４が斜め
下方へ延びるようになっている。
【００５１】
　また、本体部材１０に対して蓋部材３０を固定する際に、周壁部１３の上面にシリコン
等のコーキング材を盛り付けてから、蓋部材３０を被せて固定するようにしても良い。
【００５２】
　このように、本実施形態の線材引込装置１によると、本体部材１０のベース部１１を、
屋根の流れ方向に対して直角方向へ延びた形状としているので、屋根材３と当接するベー
ス部１１における屋根の流れ方向の長さを従来よりも短くすることができる。また、本例
の線材引込装置１は、ベース部１１の軒側端辺から軒側へ延びた周壁部１３の下端を傾斜
させているので、本体部材１０における周壁部１３及び傾斜底壁部１４の軒側端部と蓋部
材３０の軒側端部とで構成される線材４が通過する開口１ｂの大きさを、線材引込装置１
の全高よりも小さくすることができ、軒側端部から雨水等を内部へ浸入し難くすることが
できる。
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【００５３】
　また、本例の線材引込装置１は、ベース部１１における屋根の流れ方向の長さを短くし
ていると共にベース部１１の軒側端辺から軒側へ延びた周壁部１３の下端を傾斜させて傾
斜底壁部１４を備えているので、金属屋根（屋根材３）が大きく折れ曲がったり、金属屋
根の連結部を押潰してしまったりするのを回避させることができ、金属屋根に対して良好
に取付けることができる。
【００５４】
　更に、本例の線材引込装置１は、挿通孔１２から下方へ延出した筒状のガイド部１５を
本体部材１０と一体的に備えているので、線材引込装置１に係る部品点数を少なくするこ
とができ、コストが高くなるのを抑制することができる。
【００５５】
　また、本例の線材引込装置１は、本体部材１０に筒状のガイド部１５を一体的に備えて
いるので、ガイド部１５を屋根材３及び屋根構造体２の貫通孔２ｃに挿入するだけで、本
体部材１０の挿通孔１２を貫通孔２ｃと一致させることができる。また、本例の線材引込
装置１は、本体部材１０に対してガイド部１５が一体的に備えられているので、シーリン
グ材等で防水する箇所を従来よりも少なくすることができる。従って、従来よりも簡単に
屋根材３上へ取付けることができ、工期を短縮させることができると共に、取付け等に係
るコストを低減させることができる。
【００５６】
　更に、本例の線材引込装置１は、蓋部材３０に、本体部材１０の軒側端部よりも軒側の
位置から下方へ延出し開口１ｂの上端を形成する垂壁部３２を備えているので、線材引込
装置１における線材４が延出する軒側端部の開口１ｂを更に小さくすることができ、軒側
端部から内部へ雨水等が浸入し難くすることができる。また、本例の線材引込装置１は、
蓋部材３０の垂壁部３２によって線材４が下方へ誘導することができるので、軒側端部か
ら軒側へ延出する線材４を、従来の線材引込装置よりも屋根材３へ向かって傾斜をきつく
することができ、雨水等が線材４を伝って内部へ浸入し難くすることができる。
【００５７】
　また、本例の線材引込装置１は、万が一本体部材１０の内部に雨水等が浸入しても、挿
通孔１２の周縁から延出した堤部１６によって、挿通孔１２内へ雨水等が浸入するのを防
止することができ、線材引込装置１における防水に対する信頼性を高めることができる。
【００５８】
　更に、本例の線材引込装置１は、本体部材１０内に上方へ延出すると共に自由端側が軒
側へ向かうように傾斜した第一立壁部１７、第二立壁部１８、及び第三立壁部１９を備え
ているので、本体部材１０内に雨水等が浸入しても、それら立壁部１７，１８，１９の自
由端側から軒側へ雨水等を良好に排出させることができる。
【００５９】
　以上、本発明について好適な実施形態を挙げて説明したが、本発明は上記の実施形態に
限定されるものではなく、以下に示すように、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、
種々の改良及び設計の変更が可能である。
【００６０】
　すなわち、上記の実施形態では、本体部材１０における挿通孔１２と線材４との間に、
粘土状のシール部材４３を詰めたものを示したが、これに限定するものではなく、図５に
示すように、本体部材１０における第一立壁部１７と第三立壁部１９の間で線材４よりも
下側と、本体部材１０の第三立壁部１９と蓋部材３０における軒側の垂壁部３２との間で
線材４よりも上側とに、エチレン・プロピレン（ＥＰＤＭ）ゴム等を発泡させた発泡ゴム
からなる防水部材４５を用いても良い。これによっても、上記と同様の作用効果を奏する
ことができる。なお、図５の例では、上記と同様の構成については同じ符号を付し、詳細
な説明は省略する。
【００６１】
　また、シール部材４３に換えて防水部材４５を用いた場合、防水部材４５を該当箇所に
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置くだけで良く、線材引込装置１の取付作業を簡略化してコストを低減させることができ
る。また、第一立壁部１７と第三立壁部１９との間では、防水部材４５を第二立壁部１８
の上に載置しているので、ベース部１１と防水部材４５との間に隙間が形成され、その隙
間を介して本体部材１０内に浸入した雨水等を軒側端部の開口１ｂから外部へ排出させる
ことができる。
【００６２】
　更に、シール部材４３を廃止した場合、本体部材１０の挿通孔１２を介して屋根材３の
上側と建物内とが連通した状態となるので、冬場等の時に、挿通孔１２を通って建物内の
暖気が本体部材１０内へ流入して蓋部材３０における天板部３１の下面等に結露が生じて
も、線材引込装置１を屋根材３上に取付けた状態では蓋部材３０における天板部３１の下
面の軒側端部が棟側端部よりも低くなるので、結露水を軒側へ流下させて軒側端部の開口
１ｂから外部へ排出させることができ、挿通孔１２を通って建物内へ結露水が浸入するの
を防止することができる。
【００６３】
　また、上記の実施形態では、屋根材３として金属屋根に線材引込装置１を取付けたもの
を示したが、これに限定するものではなく、例えば、図６や図７に示すように、屋根材３
としてスレートや屋根瓦に取付けるようにしても良く、上記と同様の作用効果を奏するこ
とができる。なお、図６及び図７の例では、上記と同様の構成については同じ符号を付し
、詳細な説明は省略する。
【００６４】
　図７の例の線材引込装置１は、本体部材１０のガイド部１５が上記の実施形態のものよ
りも長く下方へ延出しており、屋根材３としての屋根瓦と屋根構造体２の野地板２ａを貫
通してガイド部１５の下端が野地板２ａの下面よりも下側へ延出した状態となっている。
なお、この例では、本体部材１０を屋根材３としての屋根瓦のみに取付けるようにしても
良い。また、ガイド部１５の長さを予め長く形成した状態とし、取付ける屋根材３や屋根
構造体２の厚さに応じた長さにガイド部１５を切断して使用するようにしても良く、様々
な屋根材３に対して対応させることができる。従って、上述した線材引込装置１は、より
多くの種類の屋根材３に取付けることができると共に、可及的に雨水等の浸入を防止する
ことができる。
【符号の説明】
【００６５】
１　線材引込装置
１ｂ　開口
２　屋根構造体
３　屋根材
４　線材
５　取付ビス
６　固定ビス
１０　本体部材
１１　ベース部
１２　挿通孔
１３　周壁部
１４　傾斜底壁部
１５　ガイド部
１６　堤部
１７　第一立壁部
１８　第二立壁部
１９　第三立壁部
２０　ボス部
２１　取付孔
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２２　棟側固定部
２３　軒側固定部
２４　ネジ孔
２５　逃げ溝
３０　蓋部材
３１　天板部
３２　垂壁部
３３　切欠部
３４　固定孔
４１　防水テープ
４２　防水シート
４３　シール部材
４４　コーキング材
４５　防水部材
【先行技術文献】
【特許文献】
【００６６】
【特許文献１】特開２００８－２６６９７７号公報

【図１】 【図２】
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(13) JP 5586574 B2 2014.9.10

【図７】



(14) JP 5586574 B2 2014.9.10

10

フロントページの続き

(72)発明者  小林　修一
            愛知県高浜市碧海町二丁目３番地２６　株式会社屋根技術研究所内

    審査官  瓦井　秀憲

(56)参考文献  特開２００８－２６６９７７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－２０８４４６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－３１１２７９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－１６６０６３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０２－２４３８６６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－００２１７９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０４Ｄ　　　１／３０　　　　
              Ｅ０４Ｄ　　１３／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

